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はじめに：シュードタキライト（Pst）は、

断層の高速すべりに起因する母岩の摩擦溶

融によって形成される黒色、非顕晶質な岩石

であり、断層面に沿って脈状、ネットワーク

状に発達する。そのため、Pst は過去の断層

運動の情報を保持する重要な岩石である。通

常、Pst は脆性変形領域で形成されるが、塑

性変形しているものやマイロナイトに関連

している Pst が報告されており（例えば、

Chattopadhyay et al., 2008）、塑性変形領域

で断層運動が発生していることを示唆して

いる。塑性変形領域での断層発生メカニズム

には、脆性変形領域からのすべりの伝播や塑

性不安定性が提案されているが、現在も議論

が続いている。本研究では、インド Sarwar-

Junia 断層帯から採取された花崗片麻岩中

に発達する 2 種類の Pst 試料を用いて、微細

組織観察と鉱物相同定の結果から、それぞれ

の摩擦溶融プロセスと塑性変形領域での断

層発生メカニズムを明らかにすることを目

的とした。 

結果：野外観察において、母岩の面構造に対

して、平行な Pst 脈（P-Pst）と大きく斜交

する Pst 脈（C-Pst）の 2 種類の系統的な Pst

脈を確認した。P-Pst は母岩の塑性変形と同

様の応力場で形成されたと考えられる。 

 微細組織観察では、どちらの Pst 脈も両端

にメルトの急冷によって形成された黒色の

急冷縁が存在している。P-Pst の急冷縁の幅

は C-Pst のものより大きい。これは冷却速度

の違いを示唆しており、冷却速度が P-Pst で

は比較的遅く、対して C-Pst では比較的速い

と考えられる。Pst 脈中にクラストとして残

っている鉱物を比較すると、P-Pst は主に石

英、珪線石であるのに対し、C-Pst ではそれ

らに加えて、斜長石、カリ長石が多く存在し

ている。加えて、母岩に多く含まれていた黒

雲母は、どちらの Pst 脈でもクラストとして

残っていないため、Pst 形成時に完全に溶融

したことが考えられる。一方、特に P-Pst で、

多数の針状の黒雲母が基質中に存在してお

り、これらはメルトからの晶出によって形成

されたと考えられる。これらの鉱物の融点か

ら、メルトの最高温度は P-Pst で 1400-

1726 ℃、C-Pst で 1200-1300 ℃であったと

考えられる。ただし、非平衡溶融や黒雲母の

脱水による融点の降下を考慮すると、実際の

温度は推定より低いと考えられる。上記から、

P-PstとC-Pstは塑性変形領域と脆性変形領

域でそれぞれ形成されたと考えられ、それら

の摩擦溶融プロセスは以下である。初めに、

断層運動によって母岩が破砕され、高速すべ

りに起因して摩擦溶融が起こる。この時、形

成されたメルトの最高温度は、C-Pst より P-

Pst の方が高く、斜長石、カリ長石はほとん

ど溶融した。その後、P-Pst では比較的遅い

冷却速度により、C-Pst よりも幅の大きな急

冷縁が形成され、またメルトから針状の黒雲

母が晶出した。 

 また、塑性変形領域での P-Pst の形成に

は、黒雲母の定向配列が関連していること

が考えられる。母岩中の黒雲母のへき開面

（（001））の方向は不規則であるが、Pst 脈

に近づくにつれて、片理面（もしくは Pst

脈）に平行な向きに定向配列している。黒

雲母の（001）は層間陽イオンによって結

合しており、その強度は非常に小さい。こ

の観察結果から、黒雲母の（001）が断層

運動の弱面として働き、この面上で応力集

中が引き起こされ、歪速度が増加すること

によって、塑性変形領域中で脆性破壊が起

こったと考えられる。 
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